
  

  

 9月 30日（土）、晴天に恵まれ、運動会を開催いたしました。 

 

 今年度は、「子どもが動く！子どもの心が動く」をテーマに、思い切って、これまで

教師がしてきたことを6年生達にたくさんまかせました。6年生は、いつでも自分た

ちが、学校のリーダーであること、ロールモデルであることを意識し、自覚をもって

全力で取り組んでくれます。そうした 6 年生の姿に触発されて、5 年生は、サブリー

ダーとして、しっかり大役を果たしてくれました。 

 

 わたしの若い頃は、運動会というと開会式や閉会式を何度も何度も練習していま

したが、一度言えば全員ぱっと動いてできてしまうことに本当に驚かされました。全

校移動する場面でも、先生達の指示がなくても高学年が、低学年を誘導してくれて

いました。いつのまにか、先生達は子どもたちにまかせて、一歩退いて全体を見守る

ようになりました。 

「世界一の運動会にしよう」という思いが子どもたちにあれば、高学年リーダーの

呼びかけに、小さい下級生達も一生懸命ついていって、自分たちの力で運動会を作

り上げていくことができたのです。終わった後、「校長先生、楽しかったよ」と、たくさ

んの子が、笑顔で教えてくれました。 

閉会式で、トロフィーを渡すとき、団長や副団長がやりきった顔で、「ハイ！」と大

きな声で返事をし、笑顔で受け取ってくれた時、子どもたちの満足感を確信しまし

た。勝ち負け以上に大切なことをきっと学んでくれたにちがいありません。 

 

保護者の皆様には、終わった後、たくさんの方が片付けを手伝ってくださり、みな

さんの温かさに胸が熱くなりました。ありがとうございました。 

また、この運動会に向けまして、何度も話し合いをしてくださり、また、当日駐車場

どのお世話をしてくださった本部役員のみなさま、前日、お忙しい中、テントを張っ

てくださった評議員のみなさまに、心よりお礼申し上げます。 

 

ご来賓の皆様、地域の皆様、お越しくださりありがとうございました。これからも

加美小学校の児童に温かいご支援をよろしくお願いいたします。 
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加美小学校だより 

発行 校長 梶並裕子 

よろこびを地域・保護者とともに紡ぎ、織りなす加美小学校 

 「上の子が 3年生になりますが、毎年毎年やる気

が違い、どんどん楽しそうにしているのが、運動会

の前から伝わってきました。引っ張っていってくれ

る高学年の皆さんを見て、こんな風になりたいと、

日々練習を家でも頑張っていました。当日は、子ど

もたちからの熱気、特に同じ色を応援する上級生、

下級生が印象的でした。とても見ていて感動しまし

た。素敵な上級生について行き，我が子にも影響が

あったと思います。世界一の運動会をしてくださ

り、ありがとうございました。」 

子どもたちに紹介しています！すごく喜んでいます。 

 


